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年
か
ら
八
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七
年
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で
、
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令
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の
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五
五

天
智
十
年
（
六
七
一
）

法
官
大
輔
大
錦
下
　
沙
宅
紹
明

〔
書
紀
〕正
月
是
月
。
以
大
錦
下
授
佐
平
余
自
信
。

沙
宅
紹
明
法
官
大
輔
。

持
統
十
年
（
六
九
六
）

卿
　
　
　
正
四
位
上
葛
野
王

〔
懐
風
藻
〕葛
野
王
二
首
。
高
市
皇
子
薨
後
。
皇

太
后
引
王
公
卿
士
於
禁
中
。
謀
立
日
嗣
。
時

群
臣
各
挾
私
好
。
衆
議
紛
紜
。
王
子
進
奏
曰
。

…
…
皇
太
后
嘉
其
一
言
定
国
。
特
閲
授
正
四

位
。
拝
式
部
卿
。
時
年
卅
七
。

〔
懐
風
藻
目
録
〕正
四
位
上
式
部
卿
葛
野
王
二
首
。

〔
法
曹
類
林
一
九
七
〕選
事
。
曰
図
書
寮
五
色
主
得

選
以
不
。
令
官
藤
原
式
部
葛
野
王
等
曰
得
／
成

選
輩
奏
授
判
授
事
。
…
…
令
官
藤
原
卿
式
部

葛
野
王
等
。

〔
続
紀
、
延
暦
四
年
七
月
庚
戌
17
条
〕刑
部
卿
従

四
位
下
兼
因
幡
守
淡
海
真
人
三
船
卒
。
…
…

祖
葛
野
王
正
四
位
上
式
部
卿
。

◎
右
四
条
は
、
暫
く
高
市
皇
子
の
没
年
に
置
く
。

大
宝
二
年
（
七
〇
二
）

卿
　
　
　
従
三
位
　
大
伴
安
麻
呂

〔
続
紀
〕正
月
乙
酉
17
。
以
従
三
位
大
伴
宿
禰
安

麻
呂
為
式
部
卿
。

〔
補
任
〕参
議
。
従
三
位
。
五
月
十
七
日
任
三

木
。
元
前
中
納
言
。
正
月
七
日
式
部
卿
。
六

月
十
九
日
兼
兵
部
卿
。

〔
補
任
〕散
位
。
従
三
位
。
五
月
十
七
日
任
三
木
。

四
月
七
日
。﹇
正
月
十
七
日
﹈任
式
部
卿
。

〔
一
代
要
記
、
文
武
〕参
議
。
正
三
位
。
大
宝
二

年
正
月
任
式
部
卿
。
五
月
十
七
日
任〈
参
議
〉。

六
月
十
九
日
転
兵
部
卿
。

慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）

少
丞
　
　
従
七
位
上
小
野
馬
養

〔
続
紀
〕五
月
甲
午
10
。
初
見
慶
雲
人
式
部
少
丞

従
七
位
上
小
野
朝
臣
馬
養
三
階
。
並
賜
絁
十

疋
。
糸
廿3

。
布
卅
端
。
鍬
卌
口
。

〔
補
任
〕改
五
月
十
五
日
為
慶
雲
元
年（
式
部
少

丞
小
野
馬
養
奏﹇
此
﹈雲
瑞
）。

〔
扶
桑
略
記
〕五
月
五
日
甲
午
。
見
雲
人
式
部
少

式
部
省
　
天
智
十
年
〜
慶
雲
元
年

三

慶
雲
二
年
（
七
〇
五
）

卿
　
　
　
正
三
位
　
紀
　
麻
呂
　

〔
続
紀
、
宝
亀
十
一
年
三
月
丁
亥
22
条
〕陸
奥
国

上
治
郡
大
領
外
従
五
位
下
伊
治
公
呰
麻
呂
反
。

率
徒
衆
殺
按
察
使
参
議
従
四
位
下
紀
朝
臣
広

純
於
伊
治
城
。
広
純
大
納
言
兼
中
務
卿
正
三

位
麻
呂
之
孫
。
左
衛
士
督
従
四
位
下
宇
美
之

子
也
。

〔
続
紀
、
延
暦
三
年
四
月
己
未
19
条
〕参
議
中
宮

大
夫
従
四
位
上
紀
朝
臣
家
守
卒
。
家
守
大
納

言
兼
中
務
卿
正
三
位
麻
呂
之
孫
。
大
宰
大
弐

正
四
位
下
男
人
之
子
也
。

◎
右
二
条
は
、
暫
く
そ
の
没
年
に
置
く
。

　
　
　
　
正
四
位
上
小
野
毛
野
　

〔
続
紀
〕十
一
月
己
卯
03
。
以
正
四
位
上
小
野
朝

臣
毛
野
為
中
務
卿
。

〔
補
任
〕参
議
。
従
四
位
下
。
十
一
月
一
日
任
中

務
卿
。
叙
正
四
位
上
。

慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）

卿
　
　
　
正
四
位
上
小
野
毛
野

〔
補
任
〕参
議
。
正
四
位
上
。
中
務
卿
。

慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）

卿
　
　
　
正
四
位
上
小
野
毛
野

〔
補
任
〕参
議
。
正
四
位
上
。
兼
中
務
卿
。

和
銅
元
年
（
七
〇
八
）

卿
　
　
　
正
四
位
上
小
野
毛
野
　

〔
補
任
〕参
議
。
正
四
位
上
。
中
務
卿
。
三
月
任

中
納
言
。

〔
補
任
〕中
納
言
。
正
四
位
上
。
三
月
十
二
日
任

〈
中
納
言
〉。
元
三
木
。
中
務
卿
如
元
。

和
銅
二
年
（
七
〇
九
）

卿
　
　
　
従
三
位
　
小
野
毛
野

〔
七
月
二
十
五
日
弘
福
寺
領
田
畠
流
記
写
⑦
二
〕

従
三
位
行
中
納
言
兼
行
中
務
卿
勲
三
等
小
野

朝
臣
毛
野
。

〔
補
任
〕中
納
言
。﹇
正
四
位
上
﹈同
日〈
正
月
七

日
〉叙
従
三
位
。
中
務
卿
。

中
務
省
　
慶
雲
二
年
〜
和
銅
二
年

見本組【式部省】

見本組【中務省】



　
　
　
　
　
　
　

左
大
臣

太
政
大
臣　
　

右
大
臣　

大
納
言　

中
納
言　

参　

議

　
　
　
　
　
　
　

内
大
臣

　
　
　
　
　
　
　

八　
　

省
（
中
務
・
式
部
・
治
部
・
民
部
・
兵
部
・
刑
部
・
大
蔵
・
宮
内
）

　
　
　
　
　
　
　

弾　

正　

台

　
　
　
　
　
　
　

検
非
違
使
庁
（
令
外
官
）

　
　
　
　
　
　
　

衛　

門　

府
（
の
ち
に
左
右
近
衛
府
に
改
組
）

太

政

官　
　

左
右
衛
士
府
（
の
ち
に
左
右
衛
門
府
に
改
組
）

　
　
　
　
　
　
　

左
右
兵
衛
府

　
　
　
　
　
　
　

左
右
馬
寮

　
　
　
　
　
　
　

左
右
兵
庫
寮

　
　
　
　
　
　
　

地　

方　

官
（
左
右
京
職
・
東
西
市
司
・
摂
津
職
・
大
宰
府
・
国
司
）

　
　
　
　
　
　

（
令
外
官
）

　
　
　
　
　
　
　

蔵　

人　

所

　
　
　
　
　
　
　

後　
　
　

宮 

　
　
　
　
　
　
　

春　

宮　

坊

少
納
言
局

　

少
納
言　

大
外
記　

少
外
記　

史　

生　

使　

部

左
右
弁
官
局

　

大
弁　

中
弁　

少
弁　

大
史　

少
史　

史
生

②

④
弁
官

⑩

⑤
官
史

③
外
記

⑧

⑦ ⑥

⑨

①

【補任シリーズの収録官司】

600 800 1000 1200 1400 1600 1800 2000

⑪歴 名 土 代

⑩蔵 人 補 任

⑨国 司 補 任

⑧近衛府補任

⑦衛門府補任

⑥検非違使補任

⑤官 史 補 任

④弁 官 補 任

③外 記 補 任

②式部省補任

①八省補任

816（弘仁7） 1333（元弘3）

701（大宝元）

701（大宝元） 1500（明応9）

990（正暦元） 1336（建武3・延元元）

810（弘仁元） 1198（建久9）

1869（明治2）

990（正暦元） 1336（建武3・延元元）

807（大同2） 1198（建久9）

811（弘仁2） 1198（建久9）

701（大宝元） 1159（平治元）

1367（貞治6） 1606（慶長11）

701（大宝元）887（仁和3）

②
式
部
省
補
任　
永
井
晋
編 

658
頁
・
定
価
一
二
、六
〇
〇
円

③
外
記
補
任　
井
上
幸
治
編 

490
頁
・
定
価
一
〇
、五
〇
〇
円

④
弁
官
補
任　
全
三
冊　

飯
倉
晴
武
編

　

1
大
宝
元
年
〜
文
永
十
一

年 
新
訂
版
刊
行
準
備
中

　

2
建
治
元
年
〜
宝
永
六
年 

262
頁
・
品
切

　

3
宝
永
七
年
〜
明
治
二
年 

282
頁
・
定
価
五
、四
六
〇
円

⑤
官
史
補
任　
永
井
晋
編 

416
頁
・
定
価
一
〇
、五
〇
〇
円

⑥
検
非
違
使
補
任　
全
三
冊　

宮
崎
康
充
編　

揃
定
価
二
八
、三
五
〇
円

　

1
弘
仁
七
年
〜
貞
応
二
年 

400
頁
・
定
価
七
、三
五
〇
円

　

2
元
仁
元
年
〜
元
弘
三
年 

260
頁
・
定
価
九
、四
五
〇
円

　
　

別　

巻 
 

330
頁
・
定
価
一
一
、五
五
〇
円

⑦
衛
門
府
補
任　
市
川
久
編 

354
頁
・
定
価
一
〇
、五
〇
〇
円

⑧
近
衛
府
補
任　
全
二
冊　

市
川
久
編 

揃
定
価
一
八
、九
〇
〇
円

　

1
大
同
二
年
〜
延
久
四
年 

314
頁
・
定
価
九
、四
五
〇
円

　

2
延
久
五
年
〜
建
久
九
年 

336
頁
・
定
価
九
、四
五
〇
円

⑨
国
司
補
任　
全
六
冊　

宮
崎
康
充
編

　

1
大
宝
元
年
〜
延
暦
十
年 

420
頁
・
定
価
七
、三
五
〇
円

　

2
延
暦
十
一

年
〜
仁
和
四
年 

532
頁
・
定
価
九
、四
五
〇
円

　

3
寛
平
元
年
〜
寛
和
二
年 

474
頁
・
定
価
八
、四
〇
〇
円

　

4
永
延
元
年
〜
延
久
五
年 

512
頁
・
定
価
九
、四
五
〇
円

　

5
承
保
元
年
〜
平
治
元
年 

622
頁
・
品　

切

　
　

索
引　

人
名
索
引 

696
頁
・
定
価
一
二
、六
〇
〇
円

⑩
蔵
人
補
任　
市
川
久
編
・
品
切

⑪
歴
名
土
代　
湯
川
敏
治
編 

530
頁
・
定
価
一
五
、七
五
〇
円

山
科
言
継
・
言
経
父
子
自
筆
の
四・五
位
の
叙
位
記
録

⑫
新
摂
関
家
伝　
全
二
冊
・
既
刊
1
冊

　
　

米
田
雄
介
・
荒
川
玲
子
・
詫
間
直
樹
編　

274
頁
・
定
価
九
、四
五
〇
円

鎌
足
よ
り
藤
原
北
家
の
当
主
を
掲
出
し
、
五
摂
家
分
立
以
前
は
補
任
順
に
、

五
摂
家
分
立
以
後
は
、
近
衛・鷹
司
・
九
条
・
二
条
・
一
条
の
家
毎
に
掲
出

＊
「
補
任
シ
リ
ー
ズ
」
は
す
べ
て
Ａ
5
判
上
製
・
函
入
で
す
。

好評既刊　補任シリーズ

【補任シリーズの収録年】

■
八
省
と
は
？

　
　

七
〇
一
年
（
大
宝
元
年
）
に
施
行
さ
れ
た
大た
い
ほ
う宝
律り
つ

令り
ょ
うに
よ
っ
て

整
備
さ
れ
た
八
つ
の
中
央
行
政
官
庁
の
総
称
。
太だ
じ
ょ
う政
官か
ん

に
所

属
し
、
中な
か

務つ
か
さ

省
・
式し
き

部ぶ

省
・
治じ

部ぶ

省
・
民み
ん

部ぶ

省
・
刑ぎ
ょ
う
ぶ部

省
・

大お
お

蔵く
ら

省
・
宮く

内な
い

省
の
八
つ
が
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
の

行
政
運
営
を
担
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

■
本
書
の
特
長

●
大
宝
律
令
の
成
立
し
た
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
か
ら
、

仁
和
三
年
（
八
八
七
）
ま
で
の
期
間
に
、
八
省
の
四

等
官
に
補
任
さ
れ
た
記
録
を
、
各
省
ご
と
に
編
年

掲
載
。
調
べ
た
い
年
の
各
省
官
人
に
任
命
さ
れ
て

い
る
人
物
を
捜
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
史
料
を
博
捜
し
、
典
拠
史
料
を
抜
粋
し
掲
出
。
ど

う
い
う
事
情
で
任
命
さ
れ
た
の
か
、
補
任
さ
れ
た

経
緯
を
手
軽
に
把
握
で
き
る
。

●
詳
細
な
人
名
索
引
を
付
録
。
調
べ
た
い
人
物
が
ど

の
よ
う
な
経
歴
の
持
ち
主
な
の
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

（西暦）


